
ChatGPTに聞いてみた  ロシアはなぜ広大な国土を得たのか 

ChatGPT: 

ロシアが広大な国土を得た理由は、歴史的・地理的 

・政治的な要因が複雑に絡み合った結果です。以下に主な理由を挙げます。 

1. ユーラシア大陸の地理的条件 

• ロシアはユーラシア大陸の北部に位置し、東西に広がる平坦な大地（ステップ地帯）があり

ます。これは防衛上の「自然の障壁」が少ないため、拡大が容易でした。 

• 山や砂漠といった障害が少ないため、馬を用いた移動・征服がしやすかった。 

2. モンゴル支配とその影響（13～15世紀） 

• モンゴル帝国（キプチャク・ハン国）に支配されたことで、ロシアの諸侯は中央集権的な支

配や徴税のノウハウを学び、後のロシア国家の拡張に利用しました。 

• モンゴル支配から脱したモスクワ大公国（のちのロシア）は、周辺の諸侯国を取り込んで勢

力を拡大。 

3. モスクワ大公国による統一と拡張（15～17世紀） 

• モスクワ大公国は「ロシアの第三のローマ」として正教会の中心となり、周辺のスラヴ系国

家を併合していきました。 

• シベリアへの進出（エルマークの遠征など）により、アジア方面へ急速に領土を拡大しまし

た。 

4. コサックの活動 

• 半独立的な戦士集団「コサック」が東方（シベリア）に進出し、先遣隊のような役割を果たし

ました。 

• 新たに支配した土地では毛皮交易や砦の建設が行われ、ロシアの実効支配が進んでいき

ました。 

5. 毛皮交易と経済的動機 

• シベリアの毛皮資源（特に黒テンやセーブル）は貴重な輸出品であり、国家にとって大きな

経済的利益となりました。 

• 毛皮交易の利益がさらに東方への拡大を後押ししました。 



6. 軍事力と征服政策 

• ロシアはタタール諸国やカザン・アストラハン・シビル・中央アジアのハン国などを武力で征

服して領土を拡大しました。 

• ピョートル大帝やエカチェリーナ 2世の時代には、黒海沿岸やコーカサス、ポーランド分割

などで西方・南方へも拡大。 

7. 人口が少なく広大な土地を統治可能だった理由 

• ロシアは人口密度が低くても、土地支配のために砦（オストログ）を点在させ、軍と行政で

制御。 

• 中央集権体制と厳格な農奴制により、少数で広い土地をコントロールする体制が整えられ

た。 

8. 列強としての地位確立と安全保障 

• 周辺諸国との戦争（オスマン帝国、スウェーデン、ナポレオン戦争など）を通じて、戦略的要

所を確保。 

• 緩衝地帯を広く取ることで、自国を防衛しやすくする意図があった。 

まとめ 

ロシアが広大な国土を得たのは、 

• 地理的に拡張が容易だったこと 

• 経済的な動機（毛皮など） 

• 軍事的・政治的な戦略 

• 統治技術の発展と中央集権体制 

などが総合的に作用した結果です。 
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